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【研究の目的】 
文部科学省は平成２０年に学習指導要領を改訂し、体

育科においても大幅に変更された。新学習指導要領で内

容が大きく変更された領域として「ゲーム」（低・中学

年）があげられる。今回の改訂では、種目固有の技能で

はなく、攻守の特徴や「型」に共通する動きや技能を系

統的に身につけるという視点から種目を整理し「ゴール

型」「ネット型」「ベースボール型」で構成された。中学

年の「ネット型」を「ソフトバレーボールを基にした易

しいゲーム」及び「プレルボールを基にした易しいゲー

ム」で構成した。旧学習指導要領では、中学年の内容と

して、バスケットボール型ゲーム、サッカー型ゲーム、

ベースボール型ゲームのみが取り扱われていたので、ネ

ット型ゲームは明示されていなかったが、今回の改訂に

よって、プレルボールを基にした易しいゲーム及びソフ

トバレーボールを基にした易しいゲームが新たに明示

された。小学校中学年段階では、ネット型ゲームを初め

て学習することになるので、比較的個人の技能差がない

プレルボールを採択し、基本的なボール操作の技能を習

得し、ラリーを続けることや連係プレーを行う楽しさや

喜びを味わうことで、ネット型ゲームに対する愛好的な

態度が育まれるのではないかと考える。 
本研究では、小学校中学年段階におけるネット型ゲー

ムの新学習指導要領に示された「プレルボールを基にし

た易しいゲーム」を体育授業で実践し、児童の技能なら

びに態度の変化について分析することで、有効な学習指

導を検討し、今後のネット型ゲームの可能性について明

らかにするために考察していくことを目的とした。 
【研究の方法】 
２０１１（平成２３）年２月１７日～３月８日にかけ

て、関東圏内の公立小学校の第３学年２４名（男子１３

名、女子１１名）のプレルボール未経験の児童を対象に

学習指導プログラムを適用する。最初に、診断的授業評

価を用いて児童の実態把握を行い、８時間授業で「プレ

ルボールを基にした易しいゲーム」の単元を展開し、形

成的授業評価ならびにゲームパフォーマンス評価を用

いて、児童の学習成果を確認していく。ゲームパフォー

マンス評価については、相手への返球率、プレイ回数、

ラリー回数、パスの連係率の４点を評価項目として設定

し、毎時間のメインゲームを分析対象とした。単元終了

後には、総括的授業評価を用いて、児童の体育授業に対

する態度形成をチェックし、中学年における本単元の効

果を検証した。 
【結果】 
診断的・総括的授業評価に関しては、いずれの観点も

単元前から高い評価であったが、情意目標を除いて認識

目標、運動目標、社会的行動目標においては得点が有意

に高まっている。情意目標に関しても点数は下がってい

るが、評価点が下がるまでの変化は認められなかった。

合計得点を見ると、５５．８７点から５７．７１点まで

向上しており、総合的に態度の向上が認められる。 
形成的授業評価に関しては、単元進行に伴って右肩上

がりに評価が高くなっていることが窺える。単元前半の

１時間目と、単元後半の８時間目で比較すると、総合評

価、「成果」次元、「学び方」次元、「協力」次元は高ま

り、「意欲・関心」次元においては数値として下がって

はいるが、終始高い評価が続いており、特に単元中盤で

は数値の高まりがみられた。以上のことから、本研究で

実施した「プレルボールを基にした易しいゲーム」の授

業は児童の体育授業に対する愛好的態度を高めること

に結びついたといえる。 
ゲームパフォーマンス評価に関しては、分析した４項

目すべてにおいて、技能の向上が見られた。単元進行に

伴い、基本的なボール操作を習得し、パスをつなげるよ

うになり、徐々にラリーを続けられるようになった。し

かし単元終盤には、すべての項目において技能が低下し

ている。これは強いアタックやスペースを狙ったアタッ

クが打てるようになり、それに対応するレシーブが習得

できていなかったからだと推察できる。 
【考察】 
 態度成果・技能成果によって、今回実施した学習指導

プログラムは小学校３年生段階において有効だという

ことが言える。今回のようにボールを柔らかいものに変

えるなどの用具の工夫や、コートの規格、ゲームの人数

やサーブの投げ入れなどのルールの工夫をすることに

よって技能の高まりがみられたので、児童が取り組みや

すい工夫が必要である。今後４年生段階における学習可

能性も検討することで、中学年段階においての学習指導

プログラムを確立する。 

 



 


